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地方病性牛白血病（Enzootic Bovine Leukosis：
EBL） は， 牛 白 血 病 ウ イ ル ス（Bovine Leukemia 

Virus：BLV）を原因とする感染症で，牛に全身性のリ
ンパ性腫瘍を引き起こす［1］．2010～2011 年に実施さ
れた全国の BLV浸潤調査では，乳用牛の 40.9％が BLV

に感染していた［2］．BLV感染は泌乳量の減少や乳質
の低下に関与しないとされている［3-5］．一方，農場
の BLV抗体陽性率が増加すると泌乳量が減少すること
［6］，BLV感染牛は非感染牛に比べて淘汰率が高く，
Trichophyton verrucosumに感染している割合が高いこ
と［7］，空胎日数が延長すること［3］など，BLV感染
が乳用牛の生産性に影響を与えるとする報告がある．ま
た，血中 BLV遺伝子量が高値の牛は，分娩間隔が延長
する可能性が報告されている［8］．BLV感染が個々の
酪農場における産乳成績及び繁殖成績に及ぼす影響を評
価することは，農場の BLV清浄化対策を推進するうえ
で重要である．
今回，筆者らは管内の 1酪農場において，BLV抗体
陽性牛（陽性牛）と BLV抗体陰性牛（陰性牛）につい
て乳用牛群能力検定（牛検）成績を比較し，BLV感染
が乳用牛の生産性に与える影響を調査した．生産性の指
標として，乳量，乳質及び分娩間隔について検討した．

材 料 及 び 方 法

生産性の比較：牛検実施農場 1戸で調査を実施した．
2015 年 5 月に実施した BLV抗体検査結果に基づき，陽
性牛 30 頭（陽性牛群）と陰性牛 36 頭（陰性牛群）を
選定した．2015 年 5～12 月に実施した 8回の牛検成績
のうち，陽性牛群及び陰性牛群の未経産及び乾乳を除く
搾乳牛（陽性牛群延べ 160 頭，陰性牛群延べ 176 頭）を
対象に，乳量，乳脂肪率，乳蛋白質率，無脂乳固形分率，
乳中尿素窒素（MUN）及び乳汁中体細胞数（SCC）に
ついて，両群を比較した．分娩間隔は調査期間中に 2産
目以降を分娩した牛（陽性牛群 14 頭，陰性牛群 18 頭）
について，前産との間隔を両群間で比較した．陰性牛群
は 2016 年 4 月の抗体検査において調査期間中に BLV

に感染していないことを確認した．
統計処理：データの処理は，表計算ソフト（EZR，自
治医科大学埼玉医療センター，埼玉）を使用した［9］．
陽性牛群と陰性牛群の比較は，Kolmogorov-Smirnov

検定を実施して正規性を確認し，正規性を認めた項目に
ついては t検定を，正規性を認めなかった項目について
はMann-Whitney U検定を実施した．
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要　　　　　約

牛白血病ウイルス（Bovine Leukemia Virus：BLV）感染が乳用牛の生産性に与える影響を検討した．乳用牛群能
力検定の乳量，乳質及び分娩間隔を生産性の指標として，2015 年 5～12 月に 1酪農場で調査を実施した．BLV抗体陽
性牛（陽性牛）延べ 160 頭と BLV抗体陰性牛（陰性牛）延べ 176 頭の乳量及び乳質に差はなかった（P＞0.05）．調査
期間中に2産目以降を分娩した牛（陽性牛14頭，陰性牛18頭）について分娩間隔を比較したが差はなかった（P＞0.05）．
BLV感染による生産性の低下はみられなかったが，調査期間中に 1頭で地方病性牛白血病（Enzootic Bovine Leuko-

sis：EBL）の発症をみた．酪農場の BLV対策は，EBLの発症予防を目的として BLV感染率を低下させることが重要
である．─キーワード：牛白血病ウイルス，乳用牛，地方病性牛白血病．
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は陰性牛に比べて泌乳量が低く，SCCが高い傾向がみ
られた．乳量及び乳質は潜在性乳房炎の存在により変化
することが報告されている［12］．BLV感染と潜在性乳
房炎の関連性は明らかではないが，BLV感染牛は免疫
状態が陰性牛と異なることが報告されていることから
［13］，今後は BLV感染による免疫の変化と潜在性乳房
炎の関係性について調査したい．
今回の調査は，BLVが浸潤している酪農場において
陽性牛群と陰性牛群の生産性の差を明らかにし，農場の
清浄化により，生産性がどれだけ向上するのかを評価す
ることを目的とした．そのため，陽性牛群と陰性牛群の
産次構成や乳期等による補正を行わなかった．個体の乳
量は，飼育管理，自然環境，産次や乳期のような生理的
要因，遺伝的要因及び健康状態等の影響を受ける［14］．
BLV感染が個体の生産性に対して及ぼす影響について
は，これらの条件を厳密に統一して調査することが望ま
れる．
本調査では，1酪農場において BLV感染が乳用牛の
生産性に影響を与えないことを確認した．BLV対策は
EBL発症を防止するため，農場の BLV感染率を低下さ
せることが重要である．
最後に，本研究を進めるにあたって御助言，御協力をいただ
いた，長野県松本家畜保健衛生所の諸先生方に深謝する．
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成　　　　　績

調査開始時点（2015 年 5 月）の調査対象牛の平均産
次数は陽性牛群 2.2 産，陰性牛群 2.4 産で両群に差はな
かった（P＞0.05）．
平均乳量は陽性牛群 32.3kg/日，陰性牛群 33.4kg/

日であった（表）．平均乳脂肪率は陽性牛群 3.83％，陰
性牛群 3.86％であった．平均乳蛋白質率は陽性牛群
3.34％，陰性牛群 3.35％であった．平均無脂乳固形分
率は陽性牛群 8.89％，陰性牛群 8.85％であった．平均
MUNは陽性牛群 8.54mg/dl，陰性牛群 8.86mg/dlで
あった．平均 SCCは陽性牛群 159.5×103/ml，陰性牛
群 130.7×103/mlであった．すべての項目で差はみら
れなかった（P＞0.05）．調査期間中に分娩した 2産目以
降の牛の前産からの平均分娩間隔は陽性牛群（n＝14）
376.3日，陰性牛群（n＝18）376.2日で差はみられなかっ
た（P＞0.05）．

考　　　　　察

野外の 1酪農場において，BLV感染が乳量，乳質及
び分娩間隔に影響を与えないことを確認した．BLV感
染は乳量及び乳質に影響しないとする過去の報告［3-5］
と同じ結果であった．BLV感染が酪農場に与える損失
は，EBL発症によるもので，BLV感染牛の 5％以下が
発症するとされている［1］．調査期間中，当該農場にお
いて 1頭が EBLを発症した．発症による農場の損失は，
淘汰により期待した乳量が得られなかったことであっ
た．農場におけるBLV対策は，EBLの発症を防ぐことを
目的とし，農林水産省の「牛白血病に関する衛生対策ガ
イドライン」により陽性牛の分離飼育や吸血昆虫対策な
どの BLV感染防止対策と陽性牛の早期淘汰を実施し，
農場の BLV感染率を減らすことが重要である．
海外では，BLV感染牛は泌乳量が低下するとの報告

［6］や，空胎日数が延長するとの報告［3］がある．日
本においても BLV高感染牛群は非感染牛群より再診率
や傷病率が有意に高いことが報告されている［10］．ま
た，BLV感染牛のうち持続性リンパ球増多症（PL）の
牛は非 PL牛に比べて有意に乳量と乳脂肪が低下するこ
とが報告されている［11］．今回調査した農場は，牛群
検定により個体の産乳成績や繁殖成績を把握しており，
BLV感染の有無に関係なく農場の生産性に影響を与え
る個体は早期に淘汰している．今回の調査で，両群間の
生産性に差がみられなかった原因として，BLV感染に
より生産性が低下した個体があったとしても早期に淘汰
されてしまった可能性は否定できない．今後，更新率の
異なる酪農場において BLV感染が農場の産乳成績及び
繁殖成績に与える影響について調査したい．
今回，統計的に有意な差はみられなかったが，陽性牛

表　牛白血病ウイルス（BLV）抗体陽性牛群と陰性牛群
における産乳成績，繁殖成績の比較

項　目 陽性牛群 陰性牛群

産乳成績
　延べ頭数（頭） 160 176
　乳量（kg/日） 32.3 33.4
　乳脂肪率（％） 3.83 3.86
　乳蛋白質率（％） 3.34 3.35
　無脂乳固形分率（％） 8.89 8.85
　乳中尿素窒素（MUN，mg/dl） 8.54 8.86
　乳汁中体細胞数（SCC，×103/ml） 159.5 130.7

繁殖成績
　頭数（頭） 14 18
　分娩間隔＊（日） 376.3 376.2

すべての項目で両群間に有意差なし（P＞0.05）
＊ 2015 年 5～12 月に分娩した 2産以上の牛の前産からの
分娩間隔
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Ef fect of Bovine Leukemia Virus Infection on the Productivity of Dair y Cows
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SUMMARY

We invest igated the ef fect of infect ion with the Bovine Leukemia V ir us (BLV) on product iv i ty and 
reproduction in dair y cattle.  The cattle from one dair y farm were assessed from May to December 2015 in this 
study.  Productivity and reproduction data, which were obtained from the Dair y Herd Per formance Test, were 
compared between the BLV-infected and uninfected cows.  Milk yield and milk quality did not dif fer between 
BLV-infected (n＝160) and uninfected (n＝176) cows (P＞0.05).  The open period did not dif fer between BLV-
infected (n＝14) and uninfected (n＝18) cows (P＞0.05).  There were no dif ferences between the BLV-infected 
and uninfected cows.  Enzootic Bovine Leukosis (EBL) occurred on the farm during the period of the sur vey.  
It is impor tant to reduce the rate of BLV-infected cows to prevent EBL on a dair y farm.
─ Key words :  BLV, dair y cow, EBL.
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